
？
面積：1万8,270平方キロメートル（四国とほぼ同じ）
人口：約90万人（秋田県は約98万人/2018年8月）
民族：フィジー系約60％、インド系約40％
言語：公用語は英語、その他にフィジー語、ヒンディー語
宗教：フィジー系はほぼ100％キリスト教

インド系は、ヒンズー教やイスラム教など
時差：３時間（11月～１月はサマータイムのため４時間）

つい２か月前、７月に日本－フィジー間の直行便が運航さ
れ、成田空港から約９時間で来ることができるようになり
ました。それが影響してか、実際にこの２か月は多くの日
本人観光客と出会いました。
ディズニー映画「モアナと伝説の海」は観ましたか？だい
たいの場所でこの映画のような美しい海と眩しい太陽、そ
してヤシの木が揺れています。
フィジーは南半球なので６月～８月が一番寒い季節です。
とは言っても、気温は日中が28℃、朝晩は22℃くらい。
天気が悪くて少し気温が下がると長袖が必要で、フィジー
人はフリースを着たりマフラーを巻いたりしています。

フィジーには大小たくさんの島がありますが、私は一番
大きなビチレブ島、そこにある首都のスバという街に住
んでいます。
ビチレブ島の真ん中には大きな山があり、そのためスバ
には年間３００日雨が降ると言われています。天気は基
本的に曇りか雨、たまに晴れ。港があるため海は深く海
水浴はできません。フィジーで唯一モアナのイメージと
は違う場所、それが首都スバなのです。少し残念です。
しかし、そのおかげで想像していたよりも日焼けをせず
に済んでいるという嬉しい一面もあります。

★スバ

Bula!（ブラ/フィジー語でこんにちは）
私は青年海外協力隊としてフィジーに派遣されている
佐藤綾己（あやみ）です。出身は男鹿市。2017年６
月から2019年６月までの2年間を、フィジーの生活
習慣病対策のために栄養士として活動します。
これから、フィジーでの生活の様子、私の活動内容や
体験した面白いことを皆さんに紹介していきます！
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民族、言語、宗教の部分で紹介したように、フィジーにはインド系の人々が多く住んで
います。この話題は、一番初めに持ってくるべき最重要事項！インドを無視してフィ
ジーを語ることはできません。
今から140年ほど前のこと。当時、フィジーとインドは両方ともイギリスの植民地でし
た（なのでフィジーの国旗にはユニオン・ジャックが入っています）。イギリスはフィ
ジーに開くサトウキビプランテーションの労働力として、同じ支配下にあったインドか
ら人々を移住させたのです。インドからの移住者はどんどん増え、人口の４割程を占め
るようになりました。
フィジー系とインド系は見た目も食生活も違います。フィジー系は体格が大きくて髪の
毛はクルクルです。インド系はフィジー系よりも少し小さく、髪の毛は真っすぐです。
違うところは多くありますが、彼らは全員がフィジー人。みんながフィジーに誇りを
持って、お互いを尊重しながら、協力し合って生活しています。昔は民族の違いによっ
て政府からの待遇の違いがあり、クーデターも過去に４度起こっていますが、現在の政
府は民族で差別をしない「All Fijian」をスローガンに国づくりをすすめています。
私はフィジーで生活を始めた当初、まるで２つの国が混ざったような、この状況に戸惑
いました。張り切ってフィジー語を勉強していたら、ヒンディー語も勉強しろと言われ
てどちらもままならなくなる。お弁当にインドのロッティを食べていたらフィジーの芋
も食べろと差し出されるが、お腹いっぱいで食べられない。不器用な私は初めこそ苦労
しましたが、現在はそれぞれの違いを堪能して生活を楽しんでいます。

「Do you like Fiji?（あなたはフィジー好き？）」仕事で出会う人、タクシーの運転
手、バスで隣に座って話した人、同僚の家族や友達、お店のスタッフなど。出会う人
のほとんどに同じセリフでフィジーを好きかと質問されます。その時の私の回答は決
まって「大好きだよ。みんな優しいからね！」すると聞いた人はみんな、「そうで
しょう、フィジーは最高なんだ」と言って満足そうに笑います。さすが世界幸福度調
査で第1位を誇るフィジーですね。
私は日本にいた時、日本を好きかどうかを考えたことは無かったように思います。特
に好きも嫌いもなく、当たり前に自分がいる場所、それが日本でした。
ではフィジーのことはどうでしょうか。確かに、フィジーという国は好きだと思いま
す。それは暖かい気候や物価が安いから好きなんじゃない。いつも答えているように
「優しい人」のことが好きなんです。それは私がこれまでに過ごした約１年の間に出
会った一人ひとりの人。たくさんの人の温かさに触れ、フィジーが好きになりました。

↑同僚たち。左から…フィジーの服を
着るフィジー系、フィジーの服を着るイ
ンド系、インドの服を着る日本人（私）

多民族国家のステキなところ
☆いろいろなことが知れる、経験できる！
・フィジーにいながら毎日本格的なインドカレーが
食べられます。もちろんフィジー料理も。

・料理用インドスパイスの使い方が勉強できます。
・インド映画の世界のような煌びやかな結婚式に参
列することができました。

☆英語でコミュニケーションできる！
・日常会話は英語でOKです。フィジーに住む全員
が自分の母国語と英語を使って会話をしています。
小学校低学年くらいの子どもとも英語で話せます。

・もっと仲良くなりたかったり、敬意を表す時は相
手の言語を少し使う。これで心の距離がグッと近
くなります。

それではまた次号でお会いしましょう。Moce. Sota tale.（モゼ ソタ タレ/またね）
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